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米
国
な
ど
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制

度
を
取
り
込
み
、
国
内
の
一
部
都
市
に
お

い
て
展
開
が
始
ま
っ
て
い
る
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
制
度
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

保
井
美
樹
教
授
に
概
説
い
た
だ
く
。

は
じ
め
に

　

国
際
観
光
客
到
着
数
が
12
億
３
５
０
０
万

人
に
達
し
（
２
０
１
６
年
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

世
界
観
光
指
標
）、
今
後
も
堅
調
な
伸
び
が

期
待
さ
れ
る
中
、
従
前
は
金
融
・
経
済
の
中

心
地
で
あ
っ
た
大
都
市
も
、
観
光
を
重
点
産

業
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
多

く
の
都
市
で
、
観
光
客
に
求
め
ら
れ
る
都
市

の
検
討
や
実
験
が
進
ん
で
い
る
。
筆
者
が
先

月
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
多
く
の
地

区
で
後
述
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｄ
と
い
う
民
間
の
地
区

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
が
、
来
街
者
数
の
維
持

向
上
を
目
的
の
一
つ
に
、
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
た
。
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
目

立
っ
て
い
た
の
が
、
魅
力
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ペ
ー
ス
の
演
出
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
地
区
で
は
、
行
政
と
と
も
に
来
街
者
を

困
ら
せ
る
路
上
行
為
の
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
だ
け
で
な
く
、
広
場
の
心
地
よ
さ
を
高

め
る
た
め
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー

の
色
、
形
、
設
置
場
所
等
を
検
討
し
、
来
街
者

を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
、ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、
常
に
変
化
す
る

空
間
を
設
え
て
い
た
。

　

近
年
の
都
市
観
光
の
特
徴
は
、
そ
の
街
に

お
け
る
生
活
を
追
体
験
す
る
も
の
が
多
い
。

追
体
験
の
手
が
か
り
と
し
て
映
画
や
ド
ラ
マ

な
ど
が
使
わ
れ
た
り
、
そ
の
都
市
に
住
む
人

の
オ
ス
ス
メ
の
場
所
や
店
が
特
集
さ
れ
た
雑

誌
な
ど
が
使
わ
れ
た
り
す
る
。
こ
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
都
市
に
お
け
る
観
光
開
発
は
、

追
体
験
さ
れ
る
よ
う
な
生
活
ス
タ
イ
ル
が
確

立
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
住

民
が
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
り
、
そ
の
姿
が
可

視
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
で
も
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
総
需
要

が
減
少
し
て
お
り
、
地
方
都
市
を
中
心
に
、

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
国
内
市
場
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
産
業
と
し
て
の

観
光
に
期
待
が
か
か
る
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
他
方
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
よ
う
な
き

め
細
か
な
地
区
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
は

発
展
途
上
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
住
民
の
豊

か
な
暮
ら
し
や
そ
の
可
視
化
も
進
ん
で
い
る

と
は
言
い
に
く
い
。
近
年
の
都
市
観
光
の
流

れ
を
考
え
れ
ば
、
豊
か
な
都
市
生
活
の
体
験

が
演
出
さ
れ
る
空
間
の
設
え
と
そ
れ
を
楽
し

む
住
民
の
姿
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
具
体

的
消
費
に
つ
な
が
る
環
境
整
備
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の

利
害
関
係
者
が
一
枚
岩
に
な
っ
て
地
域
に
投

資
し
、
必
要
な
事
業
が
行
わ
れ
る
仕
組
み
が

必
須
で
あ
る
。

　

近
年
、
特
に
公
共
空
間
の
利
活
用
に
関
す

る
規
制
緩
和
を
背
景
に
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
呼
ば
れ
る
地
域
管
理
の
取
り
組
み
が

進
展
中
で
、
地
権
者
、
事
業
主
、
住
民
等
の

連
携
に
よ
る
地
域
団
体
が
公
園
、
広
場
、
道

路
、
河
川
敷
、
公
開
空
地
な
ど
の
空
間
を
活

用
し
て
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
始
め
て
い

る
。
こ
う
し
た
公
共
空
間
の
活
用
は
、
都
市

が
目
指
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
魅
力
を
可
視

化
し
、
住
民
や
来
街
者
に
情
緒
的
な
価
値
を

提
供
す
る
絶
好
の
場
所
で
あ
る
が
、
そ
の
担

い
手
や
ス
キ
ー
ム
が
未
発
達
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
展
開
に
つ
い
て
紹
介
し
、
提
示
す
る

と
と
も
に
、
特
に
観
光
と
の
関
係
に
お
い
て
、

米
国
等
と
比
較
し
た
際
の
課
題
と
可
能
性
を

我
が
国
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の

進
展
と
今
後
の
課
題

6
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検
討
し
て
み
た
い
。

1	

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

	

展
開

①
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　

日
本
で
は
、『
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

（
小
林
重
敬
編
著
）
が
出
版
さ
れ
た
２
０
０
５

年
前
後
か
ら
、
そ
の
題
名
通
り
、
各
地
で
「
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
。
そ
の
定
義
と
し
て
は
、
２
０
０
８
年

に
国
土
交
通
省
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
に
記
さ
れ

た
「
地
域
に
お
け
る
良
好
な
環
境
や
地
域
の

価
値
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
、
住
民
・

事
業
主
・
地
権
者
等
に
よ
る
主
体
的
な
取
り

組
み
」
と
い
う
考
え
方
が
広
く
共
有
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
利
害
関
係
者
ら
の
内
発
的
な

意
思
に
よ
っ
て
生
ま
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
点

と
、
建
物
等
を
「
つ
く
る
」
だ
け
で
な
く
、
周

辺
地
域
と
一
体
的
に
「
育
て
る
」
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
従
前
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
比

較
し
て
も
、
特
に
、
行
政
と
地
域
の
連
携
に

よ
っ
て
継
続
的
に
街
の
課
題
解
決
や
魅
力
化

を
進
め
て
い
く
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
が
新
し
く
、
近
年
で

は
、
再
開
発
や
区
画
整
理
事
業
に
連
動
し
、

公
共
空
間
や
施
設
の
管
理
も
連
動
さ
せ
た
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
新
た
に
検
討
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。

　

開
発
や
都
市
施
設
等
の
整
備
に
連
動
し

て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
検
討
さ
れ
る
場

合
、
施
設
や
開
発
の
計
画
段
階
か
ら
終
了
後

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
周
辺
地
域
と
の
連

携
も
含
め
て
検
討
し
、
そ
の
た
め
の
組
織
や

財
源
の
仕
組
み
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
。

従
前
は
、
開
発
や
施
設
整
備
と
そ
の
後
の
運

営
は
切
り
離
さ
れ
て
検
討
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
、
開
発
が
及
ぼ
す
周
辺
へ
の
波
及
効
果

の
低
さ
や
施
設
の
不
十
分
な
利
活
用
が
指
摘

さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

②
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
緯

　

日
本
に
「
都
市
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
」

考
え
方
が
生
ま
れ
た
の
は
、
１
９
８
０
年
代

だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
最
初
の
取
り

組
み
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
大
手
町
・

丸
の
内
・
有
楽
町
地
区
に
お
け
る
地
権
者
間

の
合
意
形
成
、
地
権
者
ら
に
加
え
、
東
京
都
、

千
代
田
区
、
鉄
道
事
業
者
の
４
者
に
よ
る
懇

談
会
の
設
置
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
、
及

び
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
事
業
実
施
の
仕
組
み

と
し
て
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
の
設

立
で
あ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
各
地

で
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
の
導
入
が
進

ん
で
き
た
。
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
札
幌
、

福
岡
等
の
大
都
市
に
お
い
て
は
、
都
市
施
設

の
新
設
・
更
新
や
連
鎖
的
な
再
開
発
事
業
と

合
わ
せ
て
、
そ
の
後
の
継
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
仕
組
み
と
し
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
導
入
さ
れ
、
地
権
者
、
事
業
者
、
行
政
の
協

議
の
場
と
公
共
空
間
の
活
用
等
の
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
に
は
、
そ
の
水
平
的
な
情
報

交
換
や
政
策
提
案
の
仕
組
み
と
し
て
全
国

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

う
全
国
団
体
が
生
ま
れ
た
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
は
大
都
市
を
中
心
に
、
既
に
中
長
期

に
渡
っ
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
33
団
体
の
ほ
か
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
不
動
産
、
鉄

道
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
企
業
、
政
策
を
司
る

国
や
自
治
体
の
関
連
部
局
、
研
究
者
等
の

専
門
家
が
加
入
し
、
約
１
１
０
の
参
加
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

2	

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

	

支
援
制
度

　

こ
う
し
て
各
地
に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
取
り
組
み
が
進
む
背
景
に
は
、
国
や
自
治

体
で
様
々
な
支
援
制
度
が
整
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
も
大
き
い
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
制
度
に
は
大
き
く

大手町・丸の内・有楽町地区のエリアマネジメントの一環として進められる
丸の内仲通りのアーバン・テラス

表1  主なマネジメント支援制度

都市再生推進法人

景観整備機構

中心市街地整備推進機構

歴史的風致維持向上支援法人

BID条例（大阪市）
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２
種
類
あ
り
、一
つ
は
、
地
域
で
内
発
的
に
生

ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
法
人
や
そ

の
財
源
調
達
に
関
わ
る
仕
組
み
を
整
え
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
制
度
（
表
１
）、
も
う
一
つ

は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
拠
点
を

提
供
し
、
収
益
事
業
を
含
め
多
様
な
活
動
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
共
空
間
の
利
活
用

を
可
能
に
す
る
公
共
空
間
利
活
用
制
度
（
表

２
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
を
見
れ
ば
一
目

瞭
然
で
あ
る
が
、
日
本
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
後
押
し
し
て
い
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら

公
共
空
間
に
関
わ
る
様
々
な
官
民
連
携
、
規

制
緩
和
の
制
度
で
あ
る
。
表
２
に
示
す
も
の

以
外
に
も
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
制
定
さ
れ
た

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
広
告
（
屋
外
広
告
物

条
例
の
特
例
に
よ
る
）
の
制
度
な
ど
も
あ
り
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
公
共
空
間
で
収
益
を
あ
げ

て
、
そ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
還
元
さ
せ

る
と
い
う
日
本
版
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
事
業
モ
デ
ル
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
。

3	

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

	
Ｂ
Ｉ
Ｄ

　

本
特
集
で
も
別
途
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
当
初
か
ら
日
本
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
モ
デ
ル
の
一
つ
は
、
米
国
を
は
じ
め
諸

外
国
に
導
入
さ
れ
た
Ｂ
Ｉ
Ｄ
（B

u
siness 

Im
provem

ent D
istrict

）
で
あ
る
。
Ｂ
Ｉ

Ｄ
と
は
、
特
定
の
エ
リ
ア
内
の
資
産
所
有
者

や
事
業
者
に
強
制
的
な
負
担
を
求
め
、
そ
れ

を
主
財
源
と
し
て
、
民
間
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
団
体
が
地
域
に
必
要
な
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
制
度
で
、
北
米
を

皮
切
り
に
欧
州
の
多
く
の
国
で
法
制
化
さ
れ

て
い
る
。
通
常
、
地
域
主
導
で
負
担
者
の
十

分
な
合
意
を
確
認
し
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
設
立
ま
で
に
数
年
の
協
議
期

間
を
設
け
て
い
る
こ
と
、
設
立
後
も
５
年
程

度
の
一
定
期
間
で
更
新
の
意
思
を
確
認
し
な

が
ら
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
北

米
で
最
初
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
導
入
さ
れ
た
の
は
カ

ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
市
で
、
Ｉ
Ｄ
Ａ
（
国
際
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
協
会
）
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
及
び

そ
の
類
似
団
体
を
合
わ
せ
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
団
体
は
、
既
に
３
０
０
０
を
超
え
る

と
言
わ
れ
、
冒
頭
で
触
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
に
は
、
２
０
１
７
年
５
月
現
在
、
73
箇
所

の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
あ
る
。

　

こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
制
度
は
、
地
域
の
意
思
と
負

担
で
、
行
政
が
公
平
・
平
等
に
全
区
域
に
提

供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
上
乗
せ
事
業
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
筆
者
は
、
東
海
岸

の
都
市
を
中
心
に
Ｂ
Ｉ
Ｄ
を
１
９
９
０
年
代

か
ら
継
続
的
に
調
査
し
て
お
り
、
そ
の
導
入

に
よ
る
変
化
を
２
段
階
に
整
理
し
て
い
る
。

表2   公共空間利活用制度
時期 制度 内容

平成11年 PFI 法 公共施設整備・運営に民間資金やノウハウを活用することが可能に。

平成14年 都市再生特別措置法 民間都市再生提案、民間主導のまちづくり事業等がより円滑に。

平成15年 指定管理者制度 公の施設の管理を民間団体が行うことが可能に。

平成17年 河川敷地占用許可準則の特例 水辺空間の占用主体や占用施設を拡大し、食事施設等の設置が円滑に。

平成23年
道路占用許可の特例（都市再生特別措
置法改正）

道路空間に広告、食事施設、駐輪施設等の設置を円滑にするもの。

平成25年 河川協力団体制度 自発的に河川環境の保全等を行う民間団体を支援。

平成27年
道路占用事業、都市公園法の特例等（国
家戦略特別区域法改正）

道路活用を円滑に、都市公園に保育所ほかの設置を可能に。

平成28年

低未利用土地利用促進協定（都市再生
特別措置法改正）

空き家・空き地等の所有者と協定を結び、エリアマネジメント団体等が
管理を行うことを可能に。

都市公園の占用の特例（同上）
観光案内所、駐輪施設等をエリアマネジメント団体等が設置すること
を可能に。

道路協力団体制度（道路法改正）
道路に関わる課題解決等を行う団体を認定し、収益活動も可能にする
もの。

平成29年 Park-PFI制度（都市公園法改正）
公園内に設置できる民間収益施設を拡大し、民間主導の公園管理を
促す。
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第
一
段
階
は
、
治
安
維
持
や
美
化
を
中
心

に
、
自
治
体
内
で
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
異
な
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、
Ｂ

Ｉ
Ｄ
を
介
し
て
行
政
と
民
間
が
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
い
て
連
携
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
だ
。
複
数
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
オ
フ
ィ
ス
に

交
番
が
設
置
さ
れ
、
警
察
官
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
警
備

員
、
そ
の
他
の
地
区
内
の
民
間
警
備
員
が
と

も
に
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
治
安
維
持
を
進

め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
公
道
上
の
街
灯
や

案
内
板
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
維
持
管
理
を

Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
一

般
化
し
た
。

　

そ
し
て
第
二
段
階
は
、
公
共
空
間
の
管
理

を
巡
る
官
民
連
携
が
進
み
、
公
園
や
広
場
等

の
多
く
の
公
共
空
間
が
Ｂ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
地
域

管
理
に
移
行
し
た
こ
と
だ
。
そ
の
な
か
に
は

広
く
知
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
心
部
の
ブ

ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ー
ク
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ

が
運
営
権
を
獲
得
し
て
負
担
金
と
事
業
収
益

で
管
理
・
活
用
し
て
い
る
公
園
も
あ
れ
ば
、

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
・
パ
ー
ク
の
よ
う
に
維

持
管
理
は
行
政
と
し
つ
つ
も
、
利
活
用
に
お

い
て
Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
広
く
活
躍
し
て
い
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
広
場
に
関
し
て
は
、
市
交

通
局
や
高
速
道
路
、
橋
脚
等
の
整
備
・
管
理

を
行
う
港
湾
庁
な
ど
と
連
携
し
て
、
道
路
を

は
じ
め
と
す
る
都
市
施
設
の
一
部
を
広
場
に

変
え
、
そ
の
運
営
を
Ｂ
Ｉ
Ｄ
に
委
ね
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
い
ず
れ
も
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
都
市
の

低
未
利
用
資
源
を
見
つ
け
出
し
、
資
産
所
有

者
ら
か
ら
の
負
担
金
を
ベ
ー
ス
に
事
業
収
益

も
生
み
出
し
て
、
新
し
い
エ
リ
ア
の
集
客
ポ

イ
ン
ト
に
成
長
さ
せ
て
い
る
。

4	

都
市
観
光
に
お
け
る

	

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
客
が
都

市
の
暮
ら
し
を
追
体
験
で
き
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
街
全
体
で
観
光
客
を
受
け
入
れ
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
エ
リ
ア
ご
と
の
協
働
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
欠
か
せ
な
い
。
本
稿
で
述
べ
た

よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
も
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
そ
れ
を
推

し
進
め
る
た
め
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
い
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
多
く
が
公
共
施
設
・
空
間

の
利
活
用
促
進
の
た
め
の
規
制
緩
和
で
あ

り
、
ま
だ
組
織
や
財
源
調
達
に
正
面
か
ら
迫

る
制
度
は
完
成
し
て
い
な
い
。
Ｂ
Ｉ
Ｄ
を
モ

デ
ル
と
し
つ
つ
も
、
特
定
の
エ
リ
ア
の
み
で

税
や
負
担
金
の
よ
う
な
強
制
徴
収
を
行
う
こ

と
に
は
慎
重
な
意
見
が
多
く
、
今
日
ま
で
こ

れ
に
取
り
組
ん
だ
の
は
大
阪
版
Ｂ
Ｉ
Ｄ
条
例

を
２
０
１
６
年
に
施
行
さ
せ
た
大
阪
市
の
み

で
あ
る
。

　

他
方
、
米
国
で
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
と
し
て
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ

制
度
が
あ
る
程
度
適
用
さ
れ
て
か
ら
、
次
の

段
階
と
し
て
、
公
共
空
間
に
関
わ
る
市
〜
Ｂ

Ｉ
Ｄ
間
の
連
携
や
利
活
用
の
た
め
の
規
制
緩

和
が
進
ん
で
き
た
。
つ
ま
り
、
日
本
と
順
番

が
反
対
で
あ
り
、
日
本
で
は
組
織
や
財
源
が

十
分
に
確
保
さ
れ
な
い
ま
ま
、
公
共
空
間
活

用
の
た
め
の
ツ
ー
ル
が
揃
っ
て
き
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
関
係
者
の
合
意
が
整
い

や
す
い
街
開
き
や
大
規
模
な
更
新
の
際
で
な

い
と
導
入
し
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
、
か
つ
、

事
務
局
は
出
向
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
成
り

立
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
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今
後
の
課
題
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
組
織
や
財
源
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
構
成
員
及
び
そ
の
負
担
や
責
任
の
明
確

化
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
協
議
・

意
思
決
定
の
仕
組
み
と
事
業
実
施
の
た
め
の

執
行
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
制
度
化
に

つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
。

（
や
す
い　

み
き
）
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